
ホーローとともに歩んだ挑戦と進化の軌跡 
日本琺瑯工業会設立 50 周年に寄せて 
 

日本琺瑯工業会様の設立 50 周年という大きな節目を心よりお祝い申し上げます。⾧年にわ

たり、日本のホーロー産業の発展と品質向上を支えてこられた貴工業会ならびに会員企業の

皆様の歩みに、深い敬意を表します。 

 

当社の浴槽づくりの歴史は、ホーローという素材の可能性を追い求め続けた挑戦の連続で

した。明治期より製造していた五右衛門風呂に湿式ホーローを施すという試みから始まり、

戦後の暮らしに「ゆとりとバスタブを取り入れる」という未来志向の想いを重ね、国産第一

号のホーロー浴槽が誕生しました。鋳物のサビを防ぐための技術的工夫にとどまらず、生活

文化の向上を見据えた開発であったことは、当社にとって大きな転換点となりました。 

その後、より高い耐久性と美しい光沢を求め、技術の本場であるドイツから学びを得て乾式

ホーローへと製法を進化させました。これにより、安定した品質での量産化が可能となり、

ホーロー浴槽は多くのお客様に選ばれる存在へと成⾧しました。さらに、日本の工芸の美を

浴槽にも取り入れるべく、工芸品を思わせる七宝調釉薬を独自に開発しました。工芸品とし

ての認定は受けていませんが、その佇まいには工芸的な美意識が息づいています。 

 

時代が進むにつれ、日常の使い勝手や⾧寿命化へ

のニーズが高まり、表面保護技術「グローコート」

を開発しました。⾧年使用しても変わらない美し

いツヤと耐久性を実現し、ホーロー浴槽の信頼を

さらに高めることができました。近年では、宿泊

施設や空間デザインの多様化に応えるため、「和

モダン」をテーマとした新たな釉薬を開発し、伝

統と現代性を調和させた新しい価値を提案して

おります。                    (グローコートを施した鋳物ホーローの肌) 

こうした歩みのすべてにおいて、当社はホーローという素材の魅力を最大限に引き出すべ

く、技術とデザインを磨き続けてまいりました。今やホーローは、当社にとって単なる素材

ではなく、ものづくりの「誇り」であり「アイデンティティ」と呼べる存在です。 

日本のホーロー技術は、貴工業会を中心とした皆様の情熱と弛まぬ努力によって発展を遂げ

てこられました。次の 50 年に向けても、伝統の技を守りながら、時代の変化に応じたイノ

ベーションをともに生み出し、ホーローの持つ無限の可能性を切り拓いていけることを願

っております。 
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